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弥生は、旅立ちと出会いの季節です。そして新たな準備を迎える方もいることでしょう。 

人生には、常に新しい始まりがあります。期待と不安の中、希望をつかむ為の一歩を踏み出

してみましょう。 

 

■同窓会だより 

 ◆2月19日(日) 東京都新支部（文京区・千代田区・中央区・江東区・港区・品川区・大田

区）設立総会が学園本部館で開催され、74 名が集いました。  

支部の名称は「東京都東南７区支部」に決まり、新支部長には、柳 秀子さん（1962年、

国文科卒）が選出されました。  

◆3月16日(木) 卒業式後、光葉同窓会入会式を行います。 

         同窓会から卒業生へ記念品として、校章入りスプーンをお贈りしています。 

         

 

■学園だより 

◆3月16日（木）卒業式 人間社会学部・生活科学部 (9：30 ～） 

大学院・人間文化学部・グローバルビジネス学部（13：30 ～） 

・同窓会では光葉皆勤賞（卒業年次皆勤賞）を授与します。 

◆3月25日（土） 第１回オープンキャンパス（10：00～14：00） 

・推薦入試をお考えの方は、是非ご参加ください。 

 

          

 ◆2017 年度春期社会人メンター募集のお知らせ◆              

 

募集期間：2017年3月13日（月）～ 3月31日（金） 

応募要件：原則3年以上の社会人経験のある女性 

その他詳細につきましては、募集期間中に公開いたします募集要項を 

ご参照ください。 

応募方法：募集期間中、大学ホームページ（http://univ.swu.ac.jp/）の「お知らせ 

／公開講座・イベント」欄にて、募集要項ならびに応募フォームをご案内

いたします。 

選考方法：書類審査のうえ、面談をさせていただきます。 

○社会人メンターネットワークについては、下記ホームページをご参照ください。 

http://dream.swu.ac.jp/recruitment 

http://univ.swu.ac.jp/
http://dream.swu.ac.jp/recruitment


■広げよう光の葉 

  野島 艶子さん    1957 年 文家政学部 日本文学科卒 （埼玉県支部） 

日本文学科を卒業して 60 年、学生時代、その後の歩みを振り返る機会をいただき、嬉しく

筆を執りました。 

入学式で歌った校歌三番の後段『女性文化の帆を張りて 海路はるけく漕ぎ出たり』との

出会いによって「言葉」に対する思いが大きく変わった。歌詞を理解できず、作詞者である

人見圓吉先生に授業中質問した。その時、言葉遣いに苦労したことを覚えている。答えは笑

顔で、「自分の持っている知識を基に、作者の気持ちを読み取ること」というヒントをいただ

いたと思う。今まで考え悩んだことはなかったが、この時だけは違っていた。曖昧な記憶だ

が「知識、社会性を身に付け、日本の伝統的な恥の文化、女性としての礼儀作法をわきまえ、

自信を持って社会に出られるような人になる」と理解しお伝えしたところ、にっこりとした

優しい目線で頷いてくださった。正解といわれたような気がした。 

卒業後は橘寮に入居し、学生の生活指導の補助と研究室で「近代文学叢書」の年表作成に

2 年余り関わらせていただいた。その後、家事に専念する日が続き、もの足りなさを感じて

いた時、様々な体験活動を通して、「自ら考え、行動できる女性」を育てるガールスカウト活

動に出会い、学んだことを生かして 45 年が過ぎた。話し合い活動や野外活動、指導者の養成

などを主に担当し、厳しく辛いこともあったが校歌に支えられてきたことを誇りに思う。児

童たちから、“のんちゃん”笑顔がかわいいと親しまれたことは、人見先生がいつも笑顔でご

指導くださったこと、私の宝物である。これからも笑顔を忘れずに頑張っていきたい。運命

の出会いなのか、昭和女子大学と一緒に 2020 年に百周年を迎える。 

そして、もう一つ貴重な運命の出会いがある。ガールスカウト埼玉県連盟に所属する私は、

坂東理事長が埼玉県副知事でいらした時からこれからの女性の生き方についてなど、多くの

ことを学ばせていただいている。多くの後輩たちが胸を張って、活動する様子を観たり聴い

たりすると今日一日が光り輝く、まさに「広げよう光の葉」であることを実感した。 

「言葉は人を励まし、ある時は第一歩を踏み出す勇気を与えてくれる」ことを体験し歩ん

できたことを胸に刻み、笑顔を忘れず人と関わっていきたい。                   【End】         

 

ご存知ですか？ 

 

最近、機能性表示食品として「内臓脂肪をへらす」「おなかの調子を整える」などの

広告を目にしませんか？これは、論文等の科学的根拠を消費者庁に示せば、国の審査

なしに健康への効用が表示できるからです。加工食品だけでなく農水産物にも付すこ

とが可能です。今までも国が個別に許可した特定保健用食品（トクホ）とビタミンや

ミネラルなど国の規格基準に適合した栄養機能食品がありました。それぞれの特徴を

知って、健康に役立ててください。 

 

 


